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無知学（アグノトロジー）とは
agnotology ＝agno-(to-)「無知の」+ logy「学」

無知がいかに作られてきたのかを歴史的に探究する
（↔従来の科学史︓知識がいかに作られてきたのか）

● プロクター『がんをつくる社会』(1995=2000)
○ アメリカのタバコ業界がいかに喫煙のリスク（発がん性）を隠蔽してきたか

● シービンガー『植物と帝国』(2004=2007)
○ オウコチョウという中絶薬の知識がカリブ海からヨーロッパに伝わらなかったのはなぜか

● Proctor & Schiebinger (eds.), Agnotology (2008)

⽇本での⾔及︓⼸削(2008), 樋⼝(2016), 藤岡(2019), 柿原(2022)など
→エッセーレビュー（鶴⽥ほか ※『科学史研究』に掲載予定）
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無知とその分類
無知学では、無知をもっぱら作られたもの（＝社会的構築物）として考える

「重要なのは無知の⾃然さを疑うこと」(Proctor 2008: 3)
無知にも原因があり、（不均等な）分布がある。→誰が知らないのか︖なぜ知らない

のか︖その無知は誰の利益になり、誰の不利益になるのか︖

4つの無知（Proctor 2008）︓

● ⽣来の状態（native state） 「タブラ・ラサ」

● 失われた領域（lost realm） 受動的（⾮意図的）な構築 ex. シービンガー

● 戦略的策略（strategic ploy） 能動的（意図的）な構築 ex. プロクター

● 有徳な無知（virtuous ignorance） “あえて知らないでおく”

3



無知学の系譜
無知学のアイデアはどこからきたか︖ 図式的に⾔うと・・・

● プロクター・・・「無知の社会学」

Proctor (2008) の先⾏研究にWehling (2004), Smithson (1985)

→科学的知識の社会学（SSK）を無知にも適⽤︓科学的無知の社会学（SSI）

● シービンガー・・・「無知の認識論」

『科学史から消された⼥性たち』(1989=1992)︓科学における⼥性の周縁化

『植物と帝国』(2004=2007)︓植⺠地の知識の周縁化

→フェミニズム（・ポストコロニアリズム）科学論の認識論への応⽤
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科学論における無知
それ以前の科学論では・・・

● ポパー「知識と無知の根源について」(1963=1980; 1960年の講演)
デカルトやベーコン以来の「無知の策謀説」＝「無知を単なる知識の⽋如と解釈するばかりで

なく、何らかの有害な⼒の働き（…）と解釈する教説」(ポパー 1980: 3–4)を批判

● マートン「特定された無知」(1987; ただしアイデアは1957年)
「まだ知られていないが、さらなる知識の基礎を築くために知るべきことを明確に認識するこ

と」(Merton 1987: 7)が、科学的知識⽣産を推し進める

● ラヴェッツ「使える無知」(1987)
環境問題や原発などの「トランスサイエンス」問題に関しては、知識のみならず無知を考慮し

て科学技術政策に組み込んでゆくべき（例、予防原則）

→無知はやがて克服されるべき知識の⽋如（＝未知）ではなく、知識の限界であり、
それを認識することでその無知は有⽤な資源となる
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まとめ
● このように、科学論では1960〜1980年代に従来の無知観が批判され、無知が知識の

必然的な限界であり、時に有⽤な資源にもなりうるものとして論じられた。

● しかし、そこには無知の構築性・抑圧性といった発想は⾒られない（むしろ逆）。

● それゆえ、ある事柄を誰が・なぜ知らないのか、そしてその無知は誰の利益になり・
誰の不利益になるのかを問うプロクターとシービンガーの無知学の誕⽣には、

● それぞれ科学論と社会学／フェミニズムとの交流から⽣まれた科学的知識の社会学
（SSK）／フェミニズム科学論の発想が不可⽋であったと思われる。

● ただし、無知学の今後の発展として、単に抑圧的なだけでない無知の働きをも捉えて
いく必要があるだろう（有徳な無知）。cf. エッセーレビュー（鶴⽥ほか、近刊）
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「無知の社会学」研究の潮流
+ 1980年代︓初期の無知研究
M. Smithson, R. Merton

+ 1990〜2000年代︓リスク、不確実性と無知
N. Luhmann, U. Beck, P. Wehling

+ 2010年代︓「戦略的無知(strategic ignorance)」
L. McGoey, M. Gross, C. Heimer

+ ［⽇本］2010年代〜
⼩松丈晃（2016、2017）
井⼝暁（2019）『ポスト3.11のリスク社会学』
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初期の無知研究
+ 「無知」とは何か？：定義

+ M. スミッソン（1985）
コミュニケーションに付随して⽣じる無知、誤解
科学知識の社会学︔SSKの無知への応⽤ → 「無知の社会的構築」

+ R. マートン (1987)
科学知識を増幅させる基礎となる「特定化される無知（specified 

ignorance）」
「無知の特定は、問題解決の前段階としての問題発⾒に結びついている
点で重要である」 (1987: 10)

+ ⇨資源として有⽤な無知への着⽬
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リスク、不確実性、無知
+ 無知の社会理論、分類法
［背景］1970年代〜リスク-エコロジー論争激化

+ N. ルーマン (1992=2003)
⾮知（Nichtwissen）のコミュニケーションの増⼤。責任逃れのための

「無知」「専⾨外」「予測不可能性」の利⽤。

+ U. ベック、P. ヴェーリング
3つの次元からの無知の分類

①認識的次元︓認識の有無（無知の知 or 無知の無知）
②時間的次元︓知への変換可能性の有無
③社会的次元︓意図性の有無
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戦略的無知（１）
+ 無知は何を「する」か？：戦略的利用

+ L. マゴイ (McGoey 2007, 2012; Gross & McGoey 2015)
「戦略的無知（strategic ignorance）」:特定の⽬的や利益のために、意

図的に無知状態が追求されたり、戦略的に無知が利⽤されること。
「戦略的無知の重要性に着⽬することで、無知よりも知識に価値を⾒出す
傾向や、さらなる知識の獲得が⾃動的あるいは単線的な仕⽅でさらな
る社会的・政治的権⼒に結びつくと想定する傾向に抗うことができ
る」 (McGoey 2012: 1)

+ ⇨無知を知識の劣位に置く従来の「無知」理解への抵抗
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戦略的無知（２）
+ Heimer (2012)︓HIVクリニックの組織形態から⽣じる無知

”Sequestered knowledge”︓⼿の込んだ事務書類 →不都合な情報の隠匿
“Distributed ignorance”︓精密な分業 →体系的な情報把握の困難

+ Rappert (2012)︓イラク戦争における死者数の不確実性の強調
⼀般市⺠の死者数は不明・測定不可能 →英のイラク戦争参戦の正当化

+ Paul & Haddad (2019)︓［政治学］医療政策における無知
ワクチン接種計画に関するデータの不在→政策評価の困難
環境アセスメントにかかる科学的証拠の政治-⾏政間でのフィルタリング
利益を重視する製薬会社の体系的な制度設計→臨床試験の偏り
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「無知」か「⾮知」か
+ 「⾮知の社会学」における無知／⾮知の区別（井⼝ 2019）

無知（Ignoranz／Unwissenheit）︓知に対し劣位に置かれ、「無学」や「盲
信」など否定的意味合いを含む。

⾮知（Nichtwissen）︓無知を含むより中⽴的な上位概念。
⇨⾮知を劣位化する傾向への抵抗の中で発展した⾮知の社会学 →中⽴的な

「⾮知」を奨励

+ 無知／⾮知の選択は無知研究の根幹に関わりうる
知の産出に必然的に付随する知の⼀種、戦略的に利⽤される資源
⇨無知＝知識を⽋いた低俗な状態という無知観への抵抗︓無知研究
⇨無知／⾮知の区別 →「無知」のスケープゴート化︖
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まとめ
+ 1980年代〜2010年代の無知研究︓

無知の概念、分類法、戦略的利⽤に関する事例研究

+ 無知が何で「ある」か→無知が何を「する」か（Mica 
et al. 2020: 1）
無知 ≠ 知識の⽋如、知識の裏⾯／対極、知的実践の死⾓／残り物
無知 ＝ 知識⽣産・政策上必ず⽣じる社会的構築物、資源／戦略的武器と

して利⽤されうる

+ 「無知の社会学」or「⾮知の社会学」︖
研究対象として扱われる無知の範囲の選択 →無知研究における無知
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無知の認識論とは︖
従来の認識論…
知識＝客観的・普遍的・中⽴的、無知＝知識の不在や⽋如、悪い認識的実践の結果

§ フェミニズム科学論／ポストコロニアリズム理論
中⽴とされてきた知識がいかに偏ったものであったかを明らかにしてきた

⇩ 
§ 「無知の認識論」

フェミニズム／ポストコロニアリズムの蓄積を踏まえ、

知識⽣産と同様に複雑な無知の実践＝「何がどのように知られてい
ないか」に光を当てる
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発表の概要
① Nancy Tuanaを中⼼とした「無知の認識論」の発展

②代表的な無知の認識論
- Sandra Hardingのスタンドポイント理論

→男性と⼥性の社会経験の差による認識の差に着⽬
- Charles Mills の「⼈種契約」・「⽩⼈の無知」

→ ⽩⼈の認識を正当化する社会的な実践が積極的に⾏われてきたことを論じる
- Miranda Frickerの「認識的不正義」

→マイノリティの証⾔や経験が受容されない社会構造を概念化している

(cf. ) 認識的無知・構造的無知の強化に寄与する 「個⼈の選択」による無知
Willful Ignorance（故意の無知）の研究 〔Pohlhaus 2012〕
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「無知の認識論」の旗揚げ
無知の認識論…
何が・なぜ・どのように知られていないか、
それによって誰（何）が・どのような利益／不利益を被るのかを明らかにする

☆2004年にNancy Tuana が提唱
(cf.) Coming to Understand: Orgasm and the Epistemology of Ignorance 

以後…
Tuana とShannon Sullivanによって
• 2006年 Hypatia 21(3)「フェミニスト無知の認識論」特集
• 2007年 論⽂集『⼈種と無知の認識論（Race and Epistemology of Ignorance）』
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Sandra Hardig (1991)
スタンドポイント理論

§ ある社会集団に共通する認識的特徴としての無知
マジョリティ集団…抑圧を受けないため、社会秩序を意識しにくい
マイノリティ集団…不当な抑圧構造が存在する社会の現状を正しく評価

できる 認識的特権(スタンドポイント)を持っている

→ある社会集団に属していることに起因する社会経験から、その集
団に共通する認識の偏りや特徴、無知が形作られる
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Charles Mills (1997, 2007)
「⼈種契約」／「⽩⼈の無知」

§ 特定の認識を正当化する積極的な社会的実践による無知
⽩⼈が持つ⼈種に関する誤った認識は、積極的・体系的な「記憶の管
理」（ex.植⺠者を英雄として銅像を作る）などによって維持・強化
されてきた

→積極的・体系的な実践によって無知や経験・認識の差が⽣ま
れ、同時にそこで作られた無知や認識差が、そのような実践の
継続を可能にしている。
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まとめ

§ 無知の認識論＝ポストコロニアリズム理論／フェミニズム科
学論の蓄積を踏まえつつ、複雑な実践としての無知に着⽬

§ Haridingは社会集団による認識の差、Millsは⽀配集団である
⽩⼈の実践、Frickerはより広く社会構造に⽬をむけ、無知が
⽣産・維持・強化される様相を論じている。

§ 現在の哲学・倫理学研究においては、「認識的不正義」との
関連もあり、無知がますます注⽬を浴びている。
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Miranda Fricker (2007)
「認識的不正義」

§ 不正義によって構造的に維持される無知
「証⾔的不正義」…アイデンティティが原因で証⾔の信頼性が不当に損なわれる
「解釈的不正義」…⾃⾝の経験を正しく理解し、伝えることができない

→社会的属性によって信頼性や解釈資源が不平等に分配されており、
マイノリティの経験に対する無知を構造的に維持している。

☆無知と認識的不正義
see. Gaile Pohlhaus, Jr. (2012), José Medina (2016), Fricker (2016), 

Fricker&Jenkins(2017), Linda Alcoff (2017)
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